


阿部 絵美子 (ソ プラノ)

宮城学院女子大学音楽科声楽専攻卒業、同大学音楽科研
究生修了。読売新人演奏会、日演連新人演奏会出演。ユース

クラシックコンクールにて最優秀演奏者賞受賞、大阪国際
コンクール声楽部門入選。07、 08年、イタリア・トリエステ
にてオペラマスタークラス受講、修了リサイタル出演。M.
ティトット氏のマスタークラスにてディプロマ取得。イタ
リア文化会館主催オペラコンサート等に出演。「フィガロの

結婚J伯爵夫人、「蝶々夫人J蝶々夫人、ケイト。声楽を千田
ふみ、故菅野絢子、姉歯けい子、鈴木知、故滝沢二重子、千代
崎元昭、菅野宏昭、R・ レー ドリャ、F・ マッサ、M・ クリス

チヤックの各氏に師事。オペラ解釈をG・ クリスチャック氏
に師事。現在、員自の会グループ“m"、 MG4、 felice、 LeRose
各会員。トスカニーニ・オペラ・アソシエ‐ション所属。ヴォ
イストレーニングルーム・りりあ主宰。

Sο lo,s古 」PrげIc

星 弓彦 (テ ノール)

福島市出身。県立福島高等学校および国立音楽大学声楽

学科卒業。在学中は「国立音楽大学合唱団Jのテノールパー

トリーダーを務め、NHK交響楽団「第九J公演への出演は
20回以上を数える。また、国立音楽大学オペラ研究会に所

属し、モーッァルトのオペラを中心に取り組んだ。帰福後
は、高等学校の教壇に立つ傍ら演奏活動を継続。文化庁地域

芸術発進事業として上演されたオペラ「乙和の椿」東京公演
に源義経で出演。また、福島オペラ協会公演では「蝶々夫人」
のピンカートンで出演した。その他、宗教曲や合唱曲などの

ソリストを務めるなど、地元福島を中心に活躍している。現

在、福島工業高等学校教諭。福島オペラ協会理事。

佐藤 一成 (バ リトン)

武蔵野音楽大学音楽学部声楽学科卒業。福島大学大学院

教育学研究科音楽教育専修修了。ブリリアントな声とコミ

カルな演技の両面で多方面から好評を博しており、これま

でに県内外で数々のオペラやコンサートに出演している。

特に日本歌曲の研究及び演奏を中心とした活動を行つてお

り、これまでに日本歌曲のリサイタルを多数開催し、いずれ

も好評を博している。合唱指揮者としても県内の小中高校

での指導やヴォイストレーニングを行っている。声楽を伊

藤勲、藤田昌克、竹澤嘉明の各氏に、合唱指揮を故松井徹、
D・サボーに師事。福島オペラ協会副理事長。ブリリアント

ふくしまプロジェクト同人。三春町立岩江中学校教諭。

星 由佳子 (アルト)

国立音楽大学音楽学部声楽学科卒業。大阪芸術大学大学

院博士課程前期修了。ドイツ・Bredelarの Internationaler

Meisterkurs ftlr Gesangに て、Uwe Heilmann氏 のマス

タークラスを修了。ブルガリア・ソフィア国際音楽祭、第

154回 日演連推薦/新人演奏会、山形交響楽団第九演奏会、
ウクライナ国立キエフ交響楽団特別演奏会、大阪芸術大学

特別演奏会等に出演。イタリア声楽コンコルソ、宝塚ベガ

音楽コンクール、飯塚新人音楽コンクール等において入選。

若き音楽家たちのコンサート(鹿児島県日置市)準グランプ

リ。大仙市大曲新入音楽祭コンクールグランプリ。これまで

に声楽を橋本静一、渡辺多津彦、Kurt Widmer、 三原剛、松

本美和子、井岡潤子、Uwe Heilmannの各氏に師事。

Chοrきヽ rslcた
コア・フィルジッヒ(Chor Pirsich)は 、この演奏会のために編成された特設の合唱団です。ドイツ音楽を中心に演奏してきた当楽団ならでは

の「第九Jの完成、さらには設立当初から掲げてきた理念である「福島の音楽文化」を体現すべく、共演することに賛同いただきました。メンバー

は、主に福島市内の高校生、大学生を中心としており、福島高校合唱部、福島東高校合唱部、福島明成高校合唱部、川俣高校合唱部、福島大学混声

合唱団、福島男声合唱団により構成されています。

指揮′高橋 裕之
福島市生まれ。福島高校卒業。福島大学大学院音楽教育専修 (作曲・指揮)修了。これまでに阿部雅人、岡本美千代 (ホルン)、 嶋津武仁 (指揮法・音

楽分析)、井上宏一、クルト・レーデル、本多優之 (指揮法)、 金谷昌治 (室内楽)の各氏に師事。2009。 10年、下野竜也氏によるマスターコースを受講。
20H年 ブカレスト国際指揮セミナーにてウォルフガング・デュルナー氏に師事、ディプロマを取得。オペラ分野では、福島オペラ協会をはじめ各
オペラ団体において副指揮者を務め、これまでに「椿姫」「ラ。ボエーム」「蝶々夫人」を指揮。特に福島オペラ協会公演、喜歌劇「こうもり」の演奏は

『音楽の友』誌上で好評を受けた。オーケストラ・合唱団等に客演する他、現代の作品にも意欲的に取り組む。ドレスデン音楽祭出演 (ド レスデン

国立歌劇場)。 新作オペラ「いのち甦る」(金光威和雄作曲)初演を指揮。2013年 1月 にはパザルジク交響楽団(ブルガリア)に客演。

Orchcstter ttFrsICた
オーケストラ・フイルジッヒは、福島県に縁のある器楽奏者を中心に2003年に創立された、常設ではないオーケストラです。諸事情により常設
のオーケストラ活動が困難な人、音楽教室の講師、各地の市民オーケストラに所属している人などにより構成され、音楽を愛する人の新たな交

流の場となっています。そして限られた練習回数の中で、より質の高い演奏を行うことを目標に

活動しています。芸術監督に作曲家で福島大学教授の嶋津武仁氏、指揮者に福島市出身で新進気

鋭の高橋裕之氏を迎え、2004年 2月 に初の演奏会を開催。以後、毎回斬新なプログラムを取り入
れ、バロックから現代まで様々なレパートリーヘの挑戦を続けています。

楽団名となっている“P■rsich"=桃 は、福島の名産品です。その花が美しく咲き、香りが風に

乗って届くように、また、その果実の芳醇な味わいが人を喜ばせるように、当楽団の存在が、音楽
を愛する全ての方々にとって歓迎されるようにとの願いが込められています。

第1回演奏会 2004年 2月 2]日 福島市音楽堂


